
本
書
に
は
〈
九
十
年
代
以
降
の
〉
大
江
文
学
を
論
じ
た
最
初
の
研
究
書
と

し
て
の
意
義
が
あ
り
、
さ
ら
に
興
味
深
い
見
ど
こ
ろ
も
あ
る
。

本
書
の
研
究
対
象
は
『
Ｍ
／
Ｔ
と
森
の
フ
シ
ギ
の
物
語
』
（
岩
波
書
店
、
一

九
八
六
・
一
○
）
か
ら
、
『
燃
え
あ
が
る
緑
の
木
」
三
部
作
（
「
新
潮
」
一
九
九

三
・
九
～
一
九
九
五
・
三
）
と
、
「
宙
返
り
」
藷
談
社
、
一
九
九
九
・
六
）
を
経

て
、
『
取
り
替
え
子
」
（
講
談
社
、
二
○
○
○
・
一
二
）
、
「
憂
い
顔
の
童
子
』

（
講
談
社
、
二
○
○
二
・
九
）
、
「
二
百
年
の
子
供
」
（
中
央
公
論
社
、
二
○
○
三
・

三
）
な
ど
の
近
作
に
ま
で
い
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
作
を
個
々
に
論

じ
た
研
究
課
題
は
、
次
の
よ
う
に
、
各
章
の
章
題
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。

第
一
章
大
江
文
学
に
お
け
る
「
宇
宙
観
」

ｌ
『
Ｍ
／
Ｔ
と
森
の
フ
シ
ギ
の
物
語
」
を
め
ぐ
っ
て
’

第
二
章
大
江
文
学
に
お
け
る
宗
教
理
念

ｌ
『
燃
え
あ
が
る
緑
の
木
」
三
部
作
を
中
心
に
’

第
三
章
「
新
し
い
人
」
に
向
け
て

ｌ
『
宙
返
り
」
を
中
心
に
’

第
四
章
多
義
的
な
救
済
物
語

〔
書
評
〕霞

士
富
著
『
九
十
年
代
以
降
の
大
江
健
三
郎

灌
士
富
著
『
九
十
年
代
以
降
の
大
江
健
三
郎
」

Ｉ
民
話
の
再
生
と
再
建
の
ユ
ー
ト
ピ
ァ
ー
」

Ｉ
「
取
り
替
え
子
』
を
め
ぐ
っ
て
！

第
五
章
大
江
健
三
郎
と
魯
迅

Ｉ
「
取
り
替
え
子
」
と
『
薬
」
を
め
ぐ
っ
て
’

第
六
章
魂
の
鎮
め
を
求
め
て
１

１
『
憂
い
顔
の
童
子
」
を
中
心
に
’

第
七
章
大
江
文
学
に
お
け
る
時
空
間
の
表
象

ｌ
「
二
百
年
の
子
供
』
を
中
心
に
ｌ

終
章
改
造
・
再
建
の
ユ
ー
ト
ピ
ア

こ
れ
は
近
年
の
大
江
が
世
界
に
向
か
っ
て
開
か
れ
た
姿
勢
で
語
っ
て
い
る

大
江
文
学
の
主
題
と
方
法
を
、
一
人
の
中
国
人
研
究
者
が
ど
う
捉
え
、
追
究

し
た
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
成
果
を
三
年
間
の
留
学
中
に
ま
と
め
た

本
書
は
、
〈
大
江
健
三
郎
の
世
紀
末
か
ら
二
十
一
世
紀
へ
〉
と
い
う
テ
ー
マ

に
挑
ん
だ
最
初
の
試
論
集
と
し
て
興
味
深
く
読
め
る
。

な
お
、
第
四
章
以
下
に
は
、
「
取
り
替
え
子
」
以
後
の
大
江
の
近
作
・
最

新
作
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
〈
二
○
○
○
年
代
の
〉
大
江
文
学
に

た
い
し
て
、
二
○
○
四
年
ま
で
の
研
究
史
を
ふ
ま
え
な
が
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
な

北

野
昭
彦
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論
を
展
開
し
た
最
初
の
試
論
集
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。

＊

大
江
の
新
作
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
論
じ
て
〈
九
十
年
代
以
降
の
〉
大
江
文

学
研
究
に
組
み
こ
み
、
集
成
し
て
い
く
著
者
の
仕
事
を
意
義
あ
ら
し
め
て
い

る
所
以
は
二
つ
あ
る
。
ま
ず
、
大
江
は
つ
ね
に
時
代
と
共
に
あ
り
、
異
文
化

間
の
境
界
を
越
え
て
世
界
の
読
者
に
発
信
し
、
い
つ
も
先
端
を
走
っ
て
き
た

作
家
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
大
江
文
学
の
現
在
と
時
期
区
分
の
問

題
も
あ
る
。
森
昭
夫
は
「
燃
え
あ
が
る
緑
の
木
」
か
ら
「
宙
返
り
」
ま
で
を

第
Ⅲ
期
と
し
、
以
後
を
第
Ⅳ
期
と
見
る
（
二
新
研
究
資
料
一
現
代
日
本
文
学

第
２
巻
」
明
治
書
院
、
二
○
○
○
・
こ
。
が
、
私
は
柄
谷
行
人
の
〈
七
年
周

期
説
〉
と
、
本
書
の
問
題
設
定
と
の
奇
し
き
暗
合
に
注
目
し
た
い
。

柄
谷
行
人
は
笠
井
潔
と
の
対
談
二
國
文
學
」
一
九
九
○
・
七
）
で
、
「
僕
は
、

東
洋
で
い
う
七
年
の
サ
イ
ク
ル
で
世
の
中
は
一
変
す
る
と
い
う
説
が
大
江
自

身
に
当
て
は
ま
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
。
（
中
略
）
一
九
五
七
年
く
ら
い
に

州
て
き
た
大
江
健
三
郎
が
六
四
年
で
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
移
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
そ
の
説
が
典
型
的
に
あ
て
は
ま
る
わ
け
で
す
。
さ
ら
に
七
年
後
の
七
一

年
も
そ
う
だ
し
、
七
九
年
が
『
Ｍ
時
代
ゲ
ー
ム
」
、
『
懐
か
し
い
年
へ
の
手
紙
」

が
八
七
年
と
い
う
よ
う
に
、
ほ
ぼ
七
年
ご
と
に
維
換
し
て
い
る
」
と
い
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
一
九
九
○
年
三
川
時
点
の
柄
谷
発
言
で
あ
る
か
ら
、
当
時
、

「
燃
え
あ
が
る
緑
の
木
」
も
『
宙
返
り
」
も
ま
だ
詩
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。

が
、
次
の
事
実
に
注
目
さ
れ
た
い
。

大
江
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
後
、
『
燃
え
あ
が
る
緑
の
木
』
を
「
最
後
の
小

説
」
と
す
る
小
説
断
筆
宣
言
を
し
た
が
、
武
満
徹
の
死
を
契
機
に
、
小
説
家

復
帰
宣
言
を
し
、
「
宙
返
り
』
を
発
表
し
た
。
こ
れ
を
柄
谷
の
〈
七
年
周
期

説
〉
で
見
る
と
、
森
昭
夫
説
と
違
っ
て
、
『
燃
え
あ
が
る
緑
の
木
」
ま
で
が

大
江
文
学
の
六
ラ
ウ
ン
ド
で
、
「
宙
返
り
」
発
表
の
一
九
九
九
年
か
ら
二
○

○
五
年
ま
で
は
七
ラ
ウ
ン
ド
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

本
書
の
著
者
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
見
解
で
あ
る
。
著
者
は
柄
谷
説
で
は
な
く

加
賀
乙
彦
の
説
を
採
っ
て
い
る
が
、
「
燃
え
あ
が
る
緑
の
木
」
を
そ
れ
ま
で

の
「
大
江
健
三
郎
の
文
学
的
い
と
な
み
の
総
決
算
」
と
見
て
時
期
区
分
す
る

と
と
も
に
、
「
宙
返
り
」
は
「
僕
の
新
し
い
出
発
点
」
だ
と
い
う
大
江
発
言

も
重
視
し
、
「
そ
の
『
新
し
い
出
発
点
」
と
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
」

弓
宙
返
り
」
か
ら
新
し
く
出
発
し
た
大
江
は
、
相
次
い
で
新
し
い
作
品
を
読

者
の
前
に
示
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
、
現
在
に
至
っ
て
ど
ん
な
新
た
な
境
地
を

切
り
開
い
て
い
る
の
か
」
と
問
い
か
け
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
小
説
家
復
帰
宣
言
を
し
た
と
き
の
大
江
の
抱
負
は
、
「
こ
れ

ま
で
の
小
説
と
は
異
な
り
、
三
人
称
で
複
数
の
登
場
人
物
の
内
面
を
描
く
手

法
に
挑
み
た
い
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
本
諜
の
濟
荷
が
大
江
の

新
作
か
ら
発
見
し
た
「
新
し
い
出
発
点
」
「
新
た
な
境
地
」
は
、
「
複
数
の
綬

場
人
物
の
内
面
を
描
く
手
法
に
挑
」
む
と
い
う
大
江
発
一
荷
の
範
晴
を
は
る
か

に
越
え
た
も
の
で
あ
る
。
携
行
は
そ
の
こ
と
を
机
次
ぐ
入
江
の
新
作
か
ら
石

破
し
、
し
か
も
、
そ
の
「
新
し
い
川
発
点
」
「
新
た
な
境
地
」
の
発
兇
と
そ

の
論
証
を
、
第
三
章
以
ド
の
中
心
課
題
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

＊

蕃
者
は
、
大
江
文
学
の
「
一
方
に
は
暗
黒
の
現
代
社
会
が
あ
っ
て
、
他
方

に
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
近
い
理
想
枇
界
が
対
置
さ
れ
て
い
る
」
と
こ
ろ
に
そ
の
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特
徴
を
認
め
、
そ
こ
に
貫
流
す
る
ヨ
救
済
」
の
理
念
」
に
焦
点
を
あ
て
て

最
新
作
ま
で
の
「
大
江
文
学
の
全
体
像
を
読
み
解
」
こ
う
と
す
る
。
た
だ
し
、

大
江
の
近
作
・
最
新
作
を
論
じ
た
先
行
論
は
、
肯
定
論
、
否
定
論
を
問
わ
ず
、

ま
だ
時
評
的
、
書
評
的
な
も
の
が
大
方
で
あ
る
か
ら
、
著
持
は
先
行
論
に
た

い
す
る
批
判
・
補
完
の
川
様
の
ス
タ
ン
ス
で
、
現
代
文
学
珊
論
を
駆
使
し
、

哲
学
的
考
察
も
加
え
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
論
を
腱
開
し
て
い
る
。

著
肴
は
唯
式
八
○
年
代
後
半
に
背
か
れ
た
「
Ｍ
Ｔ
と
森
の
フ
シ
ギ
の

物
語
」
を
本
番
で
取
り
あ
げ
、
そ
の
理
山
を
「
こ
れ
が
大
江
文
学
の
兄
取
り

図
」
に
な
る
か
ら
だ
と
い
う
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
「
市
返
り
」
が
出
現
し
た

時
点
で
の
再
評
価
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
小
説
断
筆
宣
言
の
時
点
で
の
「
最

後
の
作
品
」
で
あ
っ
た
『
燃
え
あ
が
る
緑
の
木
」
も
、
小
説
家
復
帰
の
「
新

し
い
出
発
点
」
と
な
っ
た
『
宙
返
り
」
も
、
と
も
に
「
谷
間
の
村
」
が
舞
台

に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
「
大
江
の
『
根
拠
地
」
ｌ
森
の
谷
間
の
村
に
お

け
る
、
神
話
と
歴
史
の
伝
承
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
諸
作
の
集
大
成
」
と
し
て
、

『
Ｍ
／
Ｔ
と
森
の
フ
シ
ギ
の
物
語
」
の
見
直
し
が
課
題
と
な
る
・

そ
れ
は
「
村
ｌ
国
家
１
１
宇
宙
」
と
い
う
反
覇
権
主
義
・
反
天
皇
制
の
宇

宙
図
の
世
界
で
あ
り
、
「
周
縁
」
の
「
谷
間
の
村
」
を
「
人
間
と
自
然
と
が

共
存
す
る
聖
な
る
生
命
の
源
泉
」
と
す
る
世
界
で
あ
り
、
そ
れ
を
語
る
物
語

が
カ
ー
ニ
バ
ル
化
さ
れ
、
劇
化
さ
れ
、
音
楽
も
導
入
さ
れ
て
神
話
・
物
語
・

夢
が
統
合
さ
れ
た
世
界
で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
「
大
江
文
学
の
到
達
点
」
を
、

以
後
の
作
品
を
論
じ
る
た
め
の
「
見
取
り
図
」
と
し
て
再
認
す
る
。

次
い
で
著
者
は
、
『
燃
え
あ
が
る
緑
の
木
』
と
『
宙
返
り
」
を
、
「
と
も
に

人
間
存
在
の
究
極
的
関
心
で
あ
る
宗
教
信
仰
の
課
題
を
扱
っ
て
い
る
」
作
品

霞
士
富
著
『
九
十
年
代
以
降
の
大
江
健
三
郎
」

と
し
て
取
り
あ
げ
、
『
燃
え
あ
が
る
緑
の
水
」
ま
で
は
、
王
人
公
の
死
が
、
身

の
罪
を
無
化
す
る
か
、
対
立
す
る
集
団
を
和
解
さ
せ
る
か
の
形
で
描
か
れ
て

い
た
が
、
『
宙
返
り
」
は
、
、
王
人
公
の
死
が
「
新
し
い
人
」
を
押
し
出
し
、

「
古
い
人
」
と
「
新
し
い
人
」
が
共
に
未
来
に
向
か
っ
て
努
力
し
、
二
十
一

世
紀
へ
蹄
み
川
し
て
い
く
物
語
に
発
腱
し
て
い
る
こ
と
を
論
証
す
る
。
そ
し

て
、
こ
れ
を
大
江
文
学
の
新
た
な
境
地
と
兇
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
涛
稀
は
『
取
り
林
え
Ｆ
」
が
、
故
郷
の
此
問
伝
承
や
神
話
を
語
る

こ
と
で
物
語
世
界
を
作
り
上
げ
た
従
来
の
作
舳
と
は
異
な
り
、
ヨ
取
り
柊
え

子
』
や
「
浦
烏
太
郎
」
と
い
う
民
活
を
導
入
す
る
」
新
た
な
方
法
で
、
父
親

的
な
も
の
と
天
皇
制
の
問
題
や
、
未
来
社
会
に
お
け
る
男
性
原
理
か
ら
女
性

原
理
へ
の
転
回
を
暗
示
し
、
劇
的
な
変
調
に
よ
っ
て
全
人
類
の
未
来
を
明
る

く
展
望
し
て
い
る
物
語
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
論
証
し
て
、
こ
こ
に
大
江
文

学
の
新
た
な
発
展
を
見
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
著
者
は
、
大
江
に
お
け
る
魯

迅
の
影
響
を
初
め
て
問
題
に
し
、
魯
迅
の
『
薬
』
と
の
比
較
を
通
し
て
、

『
取
り
替
え
子
」
の
未
来
志
向
の
鮮
烈
さ
を
明
示
す
る
。

著
者
は
ま
た
「
憂
い
顔
の
童
子
」
に
お
け
る
脚
粋
主
義
者
の
若
者
た
ち
の

潜
在
的
「
暴
力
」
等
を
問
題
視
し
、
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
の
「
冒
険
」
を
パ
ロ

デ
ィ
ー
化
し
た
古
義
人
の
「
冊
険
」
を
、
ヨ
憂
い
顔
」
を
し
て
い
な
が
ら
、

『
童
子
」
の
『
夢
の
浮
き
橋
」
の
ご
と
く
、
Ⅱ
本
の
民
主
主
義
の
夢
を
見
続

け
て
い
く
の
だ
」
と
解
し
て
、
こ
う
し
た
未
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
ア
イ
ロ
ニ
カ

ル
な
描
法
に
大
江
文
学
の
「
も
う
一
つ
の
新
風
」
を
見
る
の
で
あ
る
。

大
江
は
『
二
百
年
の
子
供
」
を
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・
ノ
ベ
ル
と
称
し
て
い
る

が
、
本
書
の
著
者
は
、
こ
れ
が
日
本
の
民
間
伝
承
に
潜
ん
で
い
る
「
日
本
民

八



族
の
『
心
か
ら
ね
が
う
」
こ
と
ｌ
和
解
に
よ
る
平
和
を
も
た
ら
す
民
族
精

神
を
現
代
に
再
現
し
た
も
の
」
で
あ
り
、
ま
た
「
未
来
は
過
去
を
媒
介
に
し

て
現
在
に
到
来
す
る
」
と
い
う
哲
学
に
根
ざ
し
た
物
語
世
界
で
も
あ
る
こ
と

を
論
証
し
、
こ
こ
に
大
江
文
学
の
新
し
い
境
地
を
認
め
る
の
で
あ
る
。

＊

こ
う
し
て
著
者
は
、
「
大
江
文
学
は
、
日
本
近
代
の
歴
史
と
正
面
か
ら
向

き
合
い
、
そ
こ
か
ら
人
類
全
体
の
癒
し
と
和
解
と
「
救
済
」
を
主
題
に
据
え

る
こ
と
で
一
貫
し
た
世
界
を
作
り
上
げ
て
い
る
」
と
結
論
し
、
「
世
界
的
な

次
元
で
高
い
意
義
を
持
つ
」
文
学
と
し
て
評
価
す
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
日
本
の
批
評
界
に
は
、
構
造
主
義
や
ロ
シ
ア
・
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム

に
接
近
し
て
か
ら
の
大
江
に
た
い
し
て
、
肯
定
、
否
定
の
両
論
が
あ
る
中
で
、

著
者
は
外
国
人
で
あ
る
が
、
概
し
て
肯
定
的
で
あ
り
、
反
面
、
大
江
を
否
定

的
に
見
る
論
者
に
は
手
厳
し
い
。
こ
れ
は
大
江
文
学
が
異
文
化
間
の
境
界
を

越
え
て
世
界
に
訴
え
る
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
の
証
で
あ
る
か
ｃ
あ
る
い
は
、

求
道
的
な
作
家
で
あ
る
大
江
の
文
学
と
、
真
蟄
な
一
人
の
中
国
人
研
究
者
と

の
、
文
化
と
言
語
の
違
い
を
超
え
た
共
感
・
共
振
に
よ
る
の
だ
ろ
う
か
。
と

も
あ
れ
、
涛
臂
に
雫
ま
れ
る
今
後
の
課
題
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

ま
ず
、
一
口
に
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
い
っ
て
も
、
特
定
の
場
所
に
外
在
す
る
ユ

ー
ト
ピ
ア
、
個
々
人
の
中
に
内
在
す
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
、
既
に
存
在
し
て
い
る

ユ
ー
ト
ピ
ア
を
探
索
す
る
物
語
、
想
像
の
中
に
あ
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
新
た
に

建
設
す
る
物
語
、
等
々
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
が
大
江
文
学
の
、
王
題
に
ど

の
よ
う
に
絡
み
、
ま
た
、
初
期
作
品
か
ら
近
作
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
な
発
展

を
し
て
き
た
の
か
。
こ
の
点
を
も
っ
と
検
証
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
大
江
文
学
の
な
か
の
「
森
」
は
ま
す
ま
す
純
化
さ
れ
聖
化
さ
れ
る

反
面
、
「
谷
間
の
村
」
は
森
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
「
美
し
い
村
」
か
ら
「
毒
の

力
こ
そ
が
恢
復
」
す
る
村
に
変
わ
っ
て
い
た
。
で
は
、
大
江
の
近
作
で
は
、

谷
間
の
村
が
再
び
「
美
し
い
村
」
に
回
復
す
る
方
向
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
と

も
創
造
的
破
壊
に
よ
る
終
末
へ
向
か
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
「
同
時
代
ゲ
ー
ム
」
の
後
、
家
庭
、
癒
し
な
ど
の
主
題
が
大
江
文

学
の
な
か
に
現
れ
て
き
た
の
は
、
読
者
層
の
変
化
、
新
し
い
読
者
層
・
女
性

の
読
者
層
の
開
拓
な
ど
が
関
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
、
著
者
は
『
宙
返
り
」
の
育
雄
が
宮
澤
賢
治
の
描
く
グ
ス
コ
ー
ブ

ド
リ
を
人
生
目
標
に
し
て
い
た
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
が
、
『
革
命
女
性
」

に
も
賢
治
の
「
農
民
芸
術
概
論
綱
要
」
の
引
用
が
あ
る
。
ま
た
、
私
見
に
よ

れ
ば
、
「
火
山
」
に
も
『
グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
の
伝
記
」
が
変
容
さ
れ
、
「
懐
か

し
い
年
へ
の
手
紙
」
に
は
賢
治
の
「
ポ
ラ
ー
ノ
の
広
場
」
の
構
想
の
取
り
込

み
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
賢
治
テ
ク
ス
ト
の
〈
引
用
〉

や
〈
引
用
符
の
な
い
引
用
〉
の
問
題
は
、
現
在
の
研
究
段
階
で
は
ま
だ
重
視

さ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
の
大
江
研
究
の
課
題
の
一
つ
に
な
ろ
う
。

雌
後
に
、
「
取
り
枠
え
ｆ
」
と
魯
迅
の
「
薬
」
と
の
比
較
文
学
研
究
に
兇

桝
な
手
際
を
示
し
た
拷
脅
に
、
同
じ
方
法
で
『
憂
い
顔
の
竜
子
」
と
「
ド

ン
・
キ
ホ
ー
テ
」
と
の
比
較
文
学
研
究
に
満
手
す
る
こ
と
を
勧
め
た
い
。

（
蕎
柿
堂
、
二
○
○
Ｋ
年
三
〃
二
四
日
、
二
六
五
頁本

体
価
格
二
○
○
○
円
）

〈
き
た
の
．
あ
き
ひ
こ
西
安
交
通
大
学
客
員
教
授
）

八
四


